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　固定資産税は、毎年１月１日現在の固定資産（土地
・家屋・償却資産）の所有者に対して課税されます。
したがって、売買などがあっても名義変更手続きをし
ていなければ、台帳に登録されている所有者がそのま
ま納税義務者となります。固定資産の所有者等に異動
があった場合には、お早めに届出をしてください。
　＊登記されている土地・建物の名義変更等は、法務局で手続き願います。
【固定資産税に関する届出】
　1. 所有者が死亡したとき
　　　　　　　　　　 ・・・「相続人代表者指定届｣
　2. 未登記家屋を売買、贈与、相続等により取得したとき
　　　　 ・・・「家屋課税台帳登録者の変更申請書｣
　3. 所有者が市外へ引っ越したとき
　　　　　　　　　　　 ・・・「納税管理人申告書｣
　4. 家屋を取り壊したとき　
　　　　　　　　　　　　　　 ・・・「家屋滅失届｣
〔詳しくは、税務課資産税係までお問合せください〕
●固定資産税を口座振替納税されている方へ
　固定資産の所有者が亡くなられた場合は、口座振替
ができなくなります。引き続き口座振替納税を希望さ
れる場合は、相続人代表者が新たに申込手続きをして
ください。

　５月に国民健康保険の加入手続きをしましたが、
１ヶ月以上たっても納付書が届きません。国民健
康保険税は、いつから納税するのですか？
　国民健康保険税の第１期 (４月) と第２期 (６月)
は、国民健康保険に継続加入している方に対して
暫定的に課税しています。４月から７月までに加
入手続きをした方は、第３期時に１年間の税額を
確定（本算定）して、納税通知書と納付書を送付
することになるため、あなたの場合は８月から納
税することになります。
　会社の社会保険に加入していましたが、４月に退職
して８月まで国保加入の届出をしていませんでした。
この場合、国民健康保険税はどうなりますか？
　国民健康保険は、社会保険の資格喪失日（退職日
の翌日）から加入することになるため、４月分か
ら国民健康保険税の課税対象となります。８月の
届出になりますと、10月（第４期）に納税通知
書が送付されます。

【問合せ】税務課 (麻生庁舎) 資産税グループ　☎ 0299－72－0811

【問合せ】税務課 (麻生庁舎) 市民税グループ　☎ 0299－72－0811

Ｑ

Ａ

Ｑ

Ａ

　茨城租税債権管理機構では、市税等の滞納処分とし

て差押えた不動産について、入札による公売を下記の

とおり実施します。公売は、定められた公売保証金を

納付すれば、どなたでも参加することができます。

　公売場所： 茨城県水戸合同庁舎２階　大会議室

　入札時間： 午後１時20分～午後２時

　

　1. 所　　在　　行方市小高字離谷1562番1

　　地目面積　　田　2, 565㎡

　　見積価格　　930, 000円 (公売保証金100, 000円)

　2. 所　　在　　行方市小高字離谷1557番

　　地目面積　　田　4, 546㎡

　　見積価格　　1, 150, 000円 (公売保証金120, 000円)

　3. 所　　在　　行方市小高字離谷1571番2

　　地目面積　　畑　2, 564㎡

　　見積価格　　650, 000円 (公売保証金70, 000円)

　4. 所　　在　　行方市中根字本郷峰184番1、184番2

　　地目面積　　原野  361㎡、山林  5, 565㎡

　　見積価格　　1, 050, 000円 (公売保証金110, 000円)

　5. 所　　在　　行方市山田字中山3399番2、3402番

　　地目面積　　山林 1, 465㎡、山林 458㎡

　　見積価格　　390, 000円 (公売保証金40, 000円)

※入札する物件が農地の場合は、行方市農業委員会の

発行する「買受適格証明書」が必要となります。

※法令規定等により、買受人になることができない場

合がありますので、事前に確認してください。

※落札できなかった入札者の公売保証金は、公売終了

後に返還されます。

※公売は中止になる場合があります。

　茨城租税債権管理機構とは、平成13年４月に設立

された地方自治法に基づく特別地方公共団体（一部事

務組合）で、市町村税の滞納整理を専門的に行う機関

です。

　機構では、弁護士や税理士、元国税局職員など債権

回収の専門家を顧問として、市町村で徴収困難な滞納

事案を引き受け、徹底した財産調査や財産の差押・公

売などの滞納処分を行い、税債権を回収しています。

　機構の平成17年度実績は、徴収額10億371万円、

差押件数1, 475件、公売件数58件 (うち28件売却) 等

となっています。

【問合せ】茨城租税債権管理機構  ☎ 029－225－1221
水戸市柵町1－3－1（茨城県水戸合同庁舎内）
ホームページアドレス　http://www.ibaraki-sozei.jp/

【問合せ】収納対策室 (麻生庁舎)　☎ 0299－72－0811

公売対象不動産公売対象不動産

【公売日】平成18年10月26日㈭ 
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行
方
市
の
手
話
の
学
習
会
は
20
年
を
数
え
ま
す
。

こ
の
間
、
聾
者
と
の
交
流
会
や
小
中
学
校
の
手
話
学

習
会
の
活
動
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
聾
者

や
難
聴
者
と
一
般
市
民
が
交
流
す
る
場
は
限
ら
れ
て

い
た
た
め
、
実
践
手
話
は
難
し
い
状
況
で
し
た
。

　

そ
こ
で
、
３
年
前
に
発
足
し
た
行
方
地
区
ろ
う
・

難
聴
児
を
も
つ
親
の
会
で
は
、
今
年
か
ら
「
手
話
に

よ
る
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
と
自
由
遊
び
」
を
始
め
ま

し
た
。
内
容
は
、
地
元
成
人
聾
者
の
大
学
生
、
栗
俣

理
恵
さ
ん
を
講
師
に
招
き
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
学
生
と

手
話
で
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
を
行
っ
た
り
、
読
書
感

想
絵
を
描
い
た
り
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
親
の
会
で
は
、
フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
の
開
設

や
難
聴
学
級
の
設
置
要
望
、
ノ
ー
ト
テ
イ
カ
ー
（
会

話
筆
記
者
）
の
養
成
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ろ
う
難
聴
児
を
持
つ
保
護
者
の
方
、
ま
た
聴
覚
障

害
教
育
や
支
援
に
関
心
の
あ
る
方
は
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

　
　

行
方
地
区
ろ
う
・
難
聴
児
を
持
つ
親
の
会

　
　

事
務
局　

☎
０
２
９
９
ー
５
５
ー
３
９
２
１

　

皆
さ
ん
が
軽
油
を
購
入
し
た
と
き
支
払
う
代
金
に

は
、
軽
油
引
取
税
が
含
ま
れ
て
お
り
、
県
内
の
道
路

や
橋
な
ど
を
整
備
す
る
た
め
に
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
の
つ
い
た
デ
ィ
ー
ゼ
ル
車
に
、

軽
油
以
外
の
油
や
混
和
し
た
軽
油
を
使
っ
た
場
合
は

脱
税
し
た
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、
軽
油
引
取
税
を

追
徴
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
不
良
燃
料
は
不
完
全
燃
焼
を
お
こ
し
、
機

械
を
い
た
め
る
だ
け
で
な
く
、
排
気
ガ
ス
に
よ
っ
て

地
域
の
皆
様
に
迷
惑
を
か
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

住
み
よ
い
郷
土
を
つ
く
る
た
め
に
も
、
正
し
い
軽

油
を
使
い
ま
し
ょ
う
。

　

ご
質
問
や
不
正
軽
油
に
関
す
る
情
報
提
供
に
つ
い

て
は
、
県
税
事
務
所
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
　

茨
城
県
行
方
県
税
事
務
所　

課
税
第
一
課

　
　

☎
０
２
９
９
ー
７
２
ー
０
４
８
３

○
成
年
後
見
相
談
会

　

日
時　

９
月
16
日
㈯
午
後
１
時
〜
４
時

　
　
　
　

（
受
付
は
午
後
３
時
ま
で
）
事
前
予
約
制

　

場
所　

鉾
田
市
中
央
公
民
館

　
　
　
　

（
鉾
田
市
鉾
田
１
４
４
４
ー
１
）　

　
　

㈳
成
年
後
見
セ
ン
タ
ー
・
リ
ー
ガ
ル
サ
ポ
ー
ト

　
　

茨
城
支
部　

☎
０
２
９
ー
３
０
２
ー
３
１
６
６

○
司
法
書
士
法
律
相
談
会

　

日
時　

10
月
７
日
㈯
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

　

場
所　

鹿
嶋
市
立
三
笠
公
民
館

　
　
　
　

（
鹿
嶋
市
平
井
１
１
８
７
ー
１　

鹿
嶋
市
役
所
敷
地
内)

　
　

茨
城
司
法
書
士
会

　
　

☎
０
２
９
ー
２
５
５
ー
０
１
１
１

○
法
務
総
合
相
談
所
の
開
設

　

日
時　

10
月
１
日
㈰
午
前
10
時
〜
午
後
４
時

　

場
所　

チ
ェ
リ
オ
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
２
階

　
　
　
　

チ
ェ
リ
オ
ホ
ー
ル
（
鹿
嶋
市
宮
中
２
９
０
ー
１)

　
　

水
戸
地
方
法
務
局
総
務
課

　
　

☎
０
２
９
ー
２
２
７
ー
９
９
１
１

○
電
話
相
談
の
時
間
延
長

　

期　
　

間　

10
月
２
日
㈪
〜
６
日
㈮

　

延
長
時
間　

午
後
５
時
15
分
〜
６
時
ま
で

　

相
談
内
容　

境
界
争
い
、
相
続
・
贈
与
・
サ
ラ
金

　

取
立
て
、
セ
ク
ハ
ラ
、
子
ど
も
の
い
じ
め
等

　

相
談
電
話　

☎
０
２
９
ー
２
２
７
ー
９
９
２
０

　
　

水
戸
地
方
法
務
局
総
務
課

　
　

☎
０
２
９
ー
２
２
７
ー
９
９
１
１

○
不
動
産
鑑
定
士
の
不
動
産
相
談
会

　

日
時　

10
月
２
日
㈪
午
前
９
時
30
分
〜
正
午

　

場
所　

水
戸
市
役
所
１
階
ロ
ビ
ー

　
　
　
　

（
水
戸
市
中
央
１
ー
４
ー
１
）　

　
　

㈳
茨
城
県
不
動
産
鑑
定
士
協
会

　
　

☎
０
２
９
ー
２
４
６
ー
１
２
２
２

○
交
通
事
故
時
の
自
動
車
損
害
賠
償
責
任
保
険
や
任

　

意
自
動
車
保
険
の
請
求
に
つ
い
て

　

日
時　

月
〜
金
曜
日
（
祝
日
を
除
く
）

　
　
　
　

午
前
９
時
〜
正
午
、
午
後
１
時
〜
５
時

　
　

水
戸
自
動
車
保
険
請
求
相
談
セ
ン
タ
ー

　
　

（
水
戸
市
三
の
丸
１
ー
４
ー
73　

水
戸
三
井
ビ
ル
10
階)

　
　

☎
０
２
９
ー
２
２
６
ー
１
６
９
３

○
労
働
委
員
会
の
労
使
紛
争
解
決
サ
ー
ビ
ス

　
　

茨
城
県
労
働
委
員
会
事
務
局

　
　

（
水
戸
市
笠
原
町
９
７
８
ー
６　

県
庁
舎
23
階)

　
　

☎
０
２
９
ー
３
０
１
ー
５
５
６
３

○
社
会
保
険
労
務
士
に
よ
る
年
金
相
談
コ
ー
ナ
ー

　

日　

時　

９
月
14
日
㈭
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

　

場　

所　

常
陽
銀
行
麻
生
支
店

　

持
参
品　

基
礎
年
金
番
号
通
知
書
、年
金
手
帳（
本

人
・
配
偶
者
）、
預
金
通
帳
、
印
鑑
（
認
印
）、
職

歴
の
メ
モ

　

お
持
ち
の
方
の
み
（
社
会
保
険
業
務
セ
ン
タ
ー
か

ら
送
付
さ
れ
た
加
入
記
録
の
お
知
ら
せ
、
見
込
額

・
裁
定
請
求
書
、
雇
用
保
険
被
保
険
者
証
、
年
金

証
書
）

　
　

常
陽
銀
行
麻
生
支
店

　
　

☎
０
２
９
９
ー
７
２
ー
０
５
５
２

○
社
会
保
険
労
務
士
に
よ
る
年
金
電
話
相
談

　

日　
　

時　

10
月
５
、
19
日
㈭

　
　
　
　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

　

相
談
電
話　

☎
０
２
９
ー
２
３
２
ー
０
４
０
２

　

主　
　

催　

茨
城
県
社
会
保
険
労
務
士
会

○
社
会
保
健
労
務
士
会
の
総
合
労
働
相
談
所

　

日　

時　

毎
月
第
４
火
曜
日　

午
後
１
時
〜
４
時

　

場　

所　

水
戸
市
役
所　

１
階
市
民
相
談
室
前

　
　

「
総
合
労
働
相
談
所
」（
水
戸
市
中
央
１
ー
４
ー
１)

　

申
込
方
法　

面
談
方
式
の
た
め
電
話
で
事
前
予
約

　
　

茨
城
県
社
会
保
険
労
務
士
会
事
務
局

　
　

☎
０
２
９
ー
２
２
６
ー
３
２
９
６

日　
　

時　

９
月
17
日
㈰　

開
演
午
後
７
時

場　
　

所　

行
方
市
玉
造
公
民
館　

大
ホ
ー
ル

観
覧
無
料

　
　

行
方
市
玉
造
商
工
会
青
年
部

　
　

☎
０
２
９
９
ー
５
５
ー
０
５
８
１

　

父
母
を
交
通
事
故
で
失
っ
た
子
ど
も
の
た
め
、
昭

和
55
年
、
国
と
民
間
団
体
の
協
力
で
財
団
法
人
交
通

遺
児
育
成
基
金
が
設
立
し
ま
し
た
。

　

今
年
度
か
ら
小
学
６
年
生
ま
で
の
遺
児
は
す
べ
て

加
入
で
き
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
の
で
、
詳
し
く
は

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
　

㈶
交
通
遺
児
育
成
基
金　

　
　

☎
０
３
ー
５
２
１
２
ー
４
５
１
１

日
時　

９
月
15
日
㈮
午
後
７
時
〜
８
時

場
所　

鹿
島
病
院
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
室

内
容　

Ｉ
Ｃ
Ｆ
に
基
づ
く
地
域
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
の
考
え
方
や
、
事
例
・
活
動
報
告

定
員　

50
名

　
　

鹿
島
病
院
地
域
リ
ハ
・
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
事
務
局

　
　

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
科

　
　

☎
０
２
９
９
ー
８
２
ー
９
５
５
２

●
ふ
る
さ
と
美
術
展

　

12
月
14
日
㈭
〜
18
日
㈪

　

茨
城
県
民
文
化
セ
ン
タ
ー
美
術
展
示
室

出
品
部
門　

洋
画
、
日
本
画
、
書
、
写
真

テ
ー
マ　

農
村
漁
村
地
域
の
自
然
、
生
活
な
ど (

書
は
除
く)

資　

格　

県
内
農
村
漁
村
在
住
者

作　

品　

一
人
一
点
で
他
の
展
覧
会
に
未
出
品
の
も
の

○
洋
画
・
日
本
画　

10
号
以
上
50
号
以
内
、
版
画
は

４
号
以
上
50
号
以
内

○
書　

表
装
仕
上
が
り

�

 

縦
２
１
２
㎝
以
内
、
横
51
・
５
㎝
以
内　

�

 

縦
１
５
０
㎝
以
内
、
横
90
㎝
以
内

　

・
篆
刻
は
印
影
の
み
の
表
装
仕
上
が
り

　
　
　

縦
39
㎝
以
内
、
横
30
㎝
以
内

　

・
刻
字
は
縦
40
㎝
×
30
㎝
以
内
で
額
装
不
可

○
写
真　

カ
ラ
ー
・
白
黒
と
も
半
切
以
上
、
全
紙
以

内
、
組
写
真
不
可

※
額
装
は
必
ず
ア
ク
リ
ル
製
を
使
用
し
、
ガ
ラ
ス
は

不
可
（
全
部
門
共
通
）

●
ふ
る
さ
と
音
楽
祭　

　

平
成
19
年
３
月
４
日
㈰　

土
浦
市
民
会
館

資
格　

①
県
内
農
村
漁
村
在
住
者

　
　
　

②
親
・
子
・
高
齢
者
の
三
世
代
構
成

　
　
　

③
１
市
町
村
１
団
体
、
30
名
以
上

　
　
　

④
郷
土
芸
能
は
無
償
で
参
加
で
き
る
団
体

○
合
唱
団　

ふ
る
さ
と
を
歌
っ
た
懐
か
し
い
歌
な
ど

　
　
　
　
　

２
〜
３
曲
で
８
分
以
内

○
郷
土
芸
能　

地
域
に
伝
わ
る
郷
土
芸
能
で
15
分
程
度

申
込　

行
方
市
農
林
水
産
課
に
あ
る
申
込
票
を
２
部

作
成
し
て
、
同
課
ま
で
１
部
提
出

問

問 問 問 問 問問

問問 問 問 問

問 問



締
切　

美
術
展
、
音
楽
祭
と
も
10
月
20
日
㈮

主
催　

茨
城
県
、
茨
城
県
ふ
る
さ
と
芸
術
祭
実
行
委
員
会

　
　

行
方
市
農
林
水
産
課
（
北
浦
庁
舎
）

　
　

☎
０
２
９
１
ー
３
５
ー
２
１
１
１

　
　

㈳
茨
城
県
ふ
る
さ
と
づ
く
り
推
進
セ
ン
タ
ー

　
　

☎
０
２
９
ー
３
０
１
ー
１
２
６
６

　

県
民
の
意
見
を
県
政
推
進
の
参
考
に
す
る
た
め
、

橋
本
知
事
と
の
意
見
交
換
会
を
開
催
し
ま
す
。

日
時
・
場
所　

10
月
30
日
㈪

○
午
前
の
部　

午
前
10
時
〜
正
午　

鉾
田
市
社
会
福

祉
協
議
会
会
議
室
（
鉾
田
市
当
間
２
２
８　

※
ほ
っ

と
パ
ー
ク
鉾
田
の
隣
）

○
午
後
の
部　

午
後
２
時
〜
４
時　

鹿
嶋
市
商
工
会

館
（
鹿
嶋
市
宮
中
２
ー
１
ー
34
）

参
加
資
格　

20
歳
以
上
の
県
内
在
住
又
は
在
勤
者

申
込
方
法　

は
が
き
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
Ｅ
メ
ー
ル
で
応
募

記
入
事
項　

午
前
の
部
か
午
後
の
部
か
を
明
記
、
住

所
、
氏
名
、
年
齢
、
性
別
、
職
業
、
連

絡
先
、
電
話
番
号

そ

の

他　

後
日
、
参
加
可
否
を
通
知

締　
　

切　

９
月
29
日
㈮
必
着

　
　
　

茨
城
県
鹿
行
地
方
総
合
事
務
所　

県
民
生
活
課

　
　
　

〒
３
１
１
ー
１
５
９
３　

鉾
田
市
鉾
田
１
３
６
７
ー
３

　
　
　

☎
０
２
９
１
ー
３
３
ー
４
１
１
１

　
　
　

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
２
９
１
ー
３
３
ー
３
６
３
０

　
　
　

E
-m
a
il  rosok
en
m
in
@
p
ref.ib
a
ra
k
i.lg
.jp

資　

格　

県
内
在
住
、
ま
た
は
通
学
・
通
勤
者

見
学
先　

筑
波
山
神
社
、
大
御
堂
、
平
沢
官
衙
跡
、

筑
波
宇
宙
セ
ン
タ
ー
、
ア
サ
ヒ
ビ
ー
ル
取

手
茨
城
工
場

日　

時　

10
月
27
日
㈮
出
発
午
前
７
時
頃

集
合
場
所　

行
方
市
麻
生
公
民
館
、
北
浦
公
民
館
、
玉

造
道
の
駅

参
加
費　

５
０
０
円 (

昼
食
、
飲
み
物
は
各
自
持
参)

人　

数　

先
着
１
８
０
名

申
込
方
法　

往
復
は
が
き
に
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電

話
、
希
望
乗
車
場
所
を
記
入
し
、
10
月
２
〜
５
日
の

う
ち
に
必
ず
投
函　

※
１
枚
に
２
名
ま
で
申
込
可

　
　
　
　

角
南
好
彦　

宛

　
　
　
　

〒
３
１
４
ー
０
０
３
１　

鹿
嶋
市
宮
中
８
ー
８
ー
12

　
　
　
　

☎
０
２
９
９
ー
８
３
ー
４
７
２
１

　

茨
城
県
内
の
橋
で
、
建
造
物
と
し
て
技
術
が
高
い
、

姿
か
た
ち
が
美
し
い
、
歴
史
や
伝
承
を
持
つ
、
住
民

の
暮
ら
し
に
か
か
わ
り
深
い
、
産
業
の
振
興
に
貢
献

し
て
い
る
な
ど
、
あ
な
た
が
よ
い
と
思
う
橋
を
推
薦

し
て
く
だ
さ
い
。
歩
行
者
専
用
橋
や
、
観
光
吊
り
橋
、

水
管
橋
な
ど
も
対
象
に
な
り
ま
す
。

応
募
方
法　

は
が
き
、
封
書
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
で
応
募

○
橋
の
①
名
前
、
②
所
在
地 (

分
か
る
範
囲
で
住
所)

　
　
　

③
推
薦
理
由　

※
橋
は
い
く
つ
で
も
可

○
推
薦
者
の
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
性
別
、
職
業
、

電
話
番
号

締　
　

切　

10
月
15
日
㈰
消
印
有
効

　
　

茨
城
新
聞
社
内 ｢

い
ば
ら
き
１
０
０
名
橋｣ 

事
務
局

　
　

〒
３
１
０
ー
８
６
８
６　

水
戸
市
北
見
町
２
ー
15

　
　
　

０
２
９
ー
２
２
１
ー
３
１
２
６

　
　

Ｕ
Ｒ
Ｌ　

h
ttp
://w
w
w
.ib
a
ra
k
i-n
p
.co.jp

日　

時　

10
月
15
日
㈰
午
前
８
時
30
分
集
合 (

雨
天
決
行)

場　

所　

鹿
島
ア
ン
ト
ラ
ー
ズ
ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス

持
参
品　

サ
ッ
カ
ー
の
で
き
る
服
装
、
ス
パ
イ
ク

対　

象　

２
種
ユ
ー
ス
の
新
１
年
生
（
現
在
中
学
３

年
生
で
、
来
年
度
ユ
ー
ス
チ
ー
ム
で
参
加

し
た
い
方
）

人　

数　

約
10
名

選
考
会
参
加
料　

３，
０
０
０
円

申
込
方
法　

用
紙
に
左
記
事
項
を
記
入
し
、
参
加
料
を

添
え
現
金
書
留
に
て
申
込

記
入
事
項　

①
氏
名　

②
生
年
月
日　

③
学
校
名
と
学

年　

④
保
護
者
氏
名
及
び
捺
印　

⑤
住
所

⑥
電
話
番
号　

⑦
現
所
属
チ
ー
ム
名　

⑧

ポ
ジ
シ
ョ
ン　

⑨
サ
ッ
カ
ー
暦　

⑩
身
長

⑪
体
重　

⑫
ユ
ー
ス
コ
ー
ス
希
望

締　

切　

10
月
10
日
㈫
必
着

そ
の
他　

申
込
後
、
選
考
会
の
案
内
は
出
し
ま
せ
ん
の

で
、
当
日
集
合
場
所
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　
　
　

㈱
鹿
島
ア
ン
ト
ラ
ー
ズ
Ｆ
Ｃ
ユ
ー
ス
選
考
会
宛

　
　

〒
３
１
４
ー
０
０
２
１　

鹿
嶋
市
粟
生
東
山
２
８
８
７

　
　

☎
０
２
９
９
ー
８
４
ー
６
８
１
５

日　
　

時　

11
月
12
日
㈰
午
前
８
時
30
分

場　
　

所　

笠
間
市
立
友
部
中
学
校
体
育
館

資　
　

格　

日
本
国
の
高
等
学
校
に
在
学
中
の
生
徒

で
年
齢
が
20
歳
以
下
の
者

競
技
ク
ラ
ス　

　

○
個
人
男
子　

体
重
60
㎏
以
下
級
・
70
㎏
以
下
級

・
80
㎏
以
下
級
・
80
㎏
超
級

　

○
個
人
女
子　

体
重
55
㎏
以
下
級
・
55
㎏
超
級

　

○
団
体
男
子
（
１
チ
ー
ム
３
名
）
体
重
65
㎏
以
下

級
・
75
㎏
以
下
級
・
75
㎏
超
級

　

○
団
体
女
子
（
１
チ
ー
ム
３
名
）
体
重
制
限
な
し

参

加

料　

個
人
の
部　

１，
０
０
０
円

　
　
　
　
　

団
体
の
部　

一
人
１，
０
０
０
円

申
込
締
切　

10
月
13
日
必
着

　
　

全
国
高
等
学
校
ア
ー
ム
レ
ス
リ
ン
グ
選
手
権
大

会
事
務
局
（
笠
間
市
教
育
委
員
会
ス
ポ
ー
ツ
振

興
課)　

☎
０
２
９
６
ー
７
２
ー
９
３
３
０

期　
　

日　

10
月
24
日
㈫

場　
　

所　

水
戸
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ

　
　
　
　
　

（
水
戸
市
加
倉
井
１
７
６
０
）

資　
　

格　

県
内
に
住
所
を
有
し
、
平
成
19
年
度
に

お
い
て
満
60
歳
以
上
で
、
ア
マ
チ
ュ
ア

の
方

参

加

費　

茨
城
県
ア
マ
チ
ュ
ア
ゴ
ル
フ
連
盟
の
加

盟
者
、
ま
た
は
加
盟
市
町
村
に
在
住
者

８，
０
０
０
円

　
　
　
　
　

そ
れ
以
外
の
者　

１
３，
０
０
０
円

申
込
方
法　

県
内
各
ゴ
ル
フ
練
習
場
や
ゴ
ル
フ
場
に

置
い
て
あ
る
所
定
の
郵
便
振
替
用
紙
で

申
込

締　
　

切　

10
月
６
日
㈮

　
　

茨
城
県
ア
マ
チ
ュ
ア
ゴ
ル
フ
連
盟

　
　

☎
０
２
９
ー
２
３
１
ー
５
６
９
６

場　

所　

鹿
島
港
魚
釣
園

　
　
　
　

（
☎
０
２
９
９
ー
８
２
ー
１
１
２
５
）

日　

時　

９
月
10
、
17
、
24
、
10
月
１
日

　
　
　
　

（
す
べ
て
日
曜
日
）
午
前
10
時
〜
正
午

人　

数　

各
10
人
（
内
容
は
全
日
同
じ
）
要
予
約

参
加
料　

大
人
２
０
０
円
、
小
人
１
０
０
円

持
参
品　

釣
具
（
竿
、
餌
、
ク
ー
ラ
ー
ボ
ッ
ク
ス
等)

　
　
　
　

釣
具
の
な
い
方
は
要
相
談

　
　

鹿
島
埠
頭
㈱
船
舶
営
業
課

　

☎
０
２
９
９
ー
９
２
ー
５
５
５
１

NAMEGATA  SEP 1. 200613

問

申

問

問 問

問

申

申

問問問

 ●
先
月
号
３
頁
１
段
目
の
記
事
に
お
い
て
橋
本

照
雄
氏
の
肩
書
き
が
間
違
っ
て
い
ま
し
た
。

お
詫
び
し
て
訂
正
い
た
し
ま
す
。

　
　

誤　

茨
城
県
建
築
士
会
行
方
市
部
長

　
　

正　

茨
城
県
建
築
士
会
行
方
支
部
長

●
先
月
号
の
情
報
ひ
ろ
ば
「
地
産
地
消
強
化
日｣

名
称
募
集
に
つ
い
て
、
昨
年
の
事
業
を
掲
載

し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
当
事
業
は
終
了
し
て

お
り
ま
す
。

　

こ
の
運
動
は
、
交
通
事
故
防
止
の
徹
底
を
図

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
毎
年
、
春
と
秋
の
年

２
回
実
施
し
て
い
る
も
の
で
す
。

　

み
な
さ
ん
一
人
ひ
と
り
が
交
通
ル
ー
ル
を
守

り
、
正
し
い
交
通
マ
ナ
ー
を
身
に
付
け
、
道
路

交
通
環
境
の
改
善
を
推
進
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　

○
運
動
の
基
本

　

秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動
で
は
、
多
発
す
る

高
齢
者
の
交
通
事
故
に
的
確
に
対
処
す
る
た
め

「
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止
」
を
運
動
の
基
本

と
し
ま
す
。

　

○
運
動
の
重
点

⑴　

夕
暮
れ
時
と
夜
間
の
歩
行
中
・
自
転
車
乗

用
中
の
交
通
事
故
防
止
（
特
に
、
子
ど
も
と
高

齢
者
を
中
心
と
し
て
）

⑵　

後
部
座
席
を
含
む
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と
、
チ

ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
正
し
い
着
用
の
徹
底

⑶　

飲
酒
運
転
の
追
放

　
　

行
方
警
察
署　

交
通
課

　
　

☎
０
２
９
９
ー
７
２
ー
０
１
１
０

９
月
21
日
㈭
〜
９
月
30
日
㈯

秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動

●
お
詫
び
と
訂
正
●

問
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祭
り
衣
装
を
整
備
し
ま
し
た

宝
く
じ
の
助
成
金
で

　

羽
生
地
区
の
「
羽
生
ば
や
し
保
存

会
」
が
、
平
成
18
年
度
宝
く
じ
の
助

成
を
受
け
て
祭
り
衣
装
等
を
整
備
し
、

こ
の
ほ
ど
、
行
方
市
文
化
会
館
に
お

い
て
開
催
し
ま
し
た
。
当
日
は
、
来

賓
や
地
元
の
方
々
を
迎
え
盛
大
に
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

羽
生
ば
や
し
保
存
会
は
、
昭
和
43

年
に
羽
生
地
区
に
伝
わ
る
羽
生
ば
や

し
を
次
代
に
継
承
す
る
こ
と
を
目
的

に
結
成
さ
れ
、
小
学
生
か
ら
成
人
ま

で
約
50
人
が
活
動
し
、
市
内
外
の
イ

ベ
ン
ト
へ
の
参
加
や
福
祉
施
設
へ
の

慰
問
な
ど
、
青
少
年
の
健
全
育
成
と

社
会
福
祉
に
貢
献
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
助
成
は
、
宝
く
じ
の
普
及
及

び
広
報
を
目
的
と
し
て
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
活
動
に
必
要
な
施
設
や
備
品
を
整

備
す
る
た
め
に
助
成
し
て
い
る
も
の

で
す
。

○
問
合
せ

　

企
画
課
（
麻
生
庁
舎
）

　
　

☎
０
２
９
９
ー
７
２
ー
０
８
１
１

　

９
月
10
日（
日
）を
ホ
ー
ム
タ
ウ
ン

デ
イ
ズ
「
行
方
市
の
日
」
と
し
、
鹿
島

ア
ン
ト
ラ
ー
ズ
の
試
合
に
招
待
（
優

待
）
し
ま
す
。

　

チ
ケ
ッ
ト
引
換
券
を
市
役
所
各
庁

舎
で
配
布
し
ま
す
。

　

当
日
は
、
行
方
市
を
Ｐ
Ｒ
す
る
特

産
品
コ
ー
ナ
ー
や
太
鼓
の
演
奏
な
ど

が
行
わ
れ
ま
す
。

●
招
待
（
優
待
）
す
る
方

　

市
内
に
在
住
、
在
学
及
び
在
勤
し

て
い
る
方
が
招
待
（
優
待
）
の
対
象

と
な
り
ま
す
。

　

無
料
で
招
待
す
る
方
は
、
市
内
の

小
中
学
生
、
65
歳
以
上
の
方
及
び
フ

ァ
ン
ク
ラ
ブ
会
員
の
方
で
す
。
な
お
、

一
般
の
方
は
１，
０
０
０
円
で
優
待
し

ま
す
。（
小
学
生
は
キ
ッ
ズ
パ
ス
利
用)

●
入
場
に
必
要
な
も
の

　

試
合
当
日
、
ス
タ
ジ
ア
ム
第
３
ゲ

ー
ト
隣
の
「
チ
ケ
ッ
ト
引
換
所
」
で

引
換
券
と
チ
ケ
ッ
ト
を
交
換
し
て
く

だ
さ
い
。
な
お
、
交
換
の
際
に
は
行

方
市
在
住
、
在
勤
、
在
学
が
証
明
で

き
る
も
の
（
運
転
免
許
証
、
保
険
証
、

生
徒
手
帳
等
）
が
必
要
で
す
。

　

行
方
市
在
住
の
65
歳
以
上
の
方
を

対
象
に
無
料
で
招
待
し
ま
す
。
市
役

所
各
庁
舎
に
て
観
戦
チ
ケ
ッ
ト
の
配

布
を
行
い
ま
す
。

９
月
12
日（
火
）
玉
造
庁
舎

９
月
13
日（
水
）
麻
生
庁
舎
・
北
浦
庁
舎

配
布
時
間　

10
時
〜
14
時

※
年
齢
の
確
認
で
き
る
も
の
を
お
持

ち
く
だ
さ
い
。

○
問
合
せ　

企
画
課
（
麻
生
庁
舎
）

　

☎
０
２
９
９
ー
７
２
ー
０
８
１
１

鹿島アントラーズ

VS

ＦＣ東京

９月24日㈰

15：00 キックオフ

県立カシマ

サッカースタジアム

鹿島アントラーズ

VS

京都パープルサンガ

９月10日㈰

19：00 キックオフ

県立カシマ

サッカースタジアム

Ｊ
リ
ー
グ
観
戦

ア
ン
ト
ラ
ー
ズ
ホ
ー
ム
ゲ
ー
ム

ホ
ー
ム
タ
ウ
ン
デ
イ
ズ

 ｢

行
方
市
の
日｣

｢

敬
老
の
日
」
ス
ペ
シ
ャ
ル

◯C ㈱鹿島アントラーズFC
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0291－35－3777
午前9時～午後５時
休館日は月曜日

9月25日から9月29日は蔵書点検のため休館となります｡

�行方市北浦公民館図書室

（山田2175）

0299－55－1495
火・水・金～日曜日
（午前9時～午後4時30分）
木曜日（午前11時～午後7時)

�行方市立図書館

（玉造乙1175）

電話番号開館時間施設名

0299－72－1573
午前9時～午後５時

休館日は月曜日

�行方市麻生公民館図書室

（麻生1221）

1 2

4 5 6 7 8 93

11 12 13 14 15 1610

18 19 20 21 22 2317

25 26 27 28 29 3024

月 火 水 木 金 土日

Sep　９月の図書館カレンダー

　 は休館日
※公民館図書室は異なる場合があります。

９月９日㈯　午後２時～映　画　会

「くもの糸」15分　

「落語アニメおばけ長屋」20分

おはなし会 ９月23日㈯　午後2時～

抱っこで読み聞かせ ９月13日㈬　午前10時～

「なにたべているの？」「はなちゃんおさんぽ｣

●一般書　図書館 ●児童書　図書館

○行方市立図書館のＨＰで「新着案内」と「蔵書検索」ができます。(http://www.city.namegata.ibaraki.jp/toshokan/)

　※読みたい本は予約・リクエストを！(カウンターにお申し出下さい。)

テーマ「お月見｣

（からくり絵本づくり）

　７月25日㈫、図書館２階に

おいて「からくり絵本づくり」

が行われました。参加者は子

供14名、大人７名。親子とも

一生懸命、作品作りに取り組

んでおりました。出来上がった作品は、10月に行

われる文化祭に出展される予定です。

幽霊派遣会社（ヱヴァ・イボットソン）

　魔女になるための夜間学校でしりあった

ミス・プリングルとミセス・マナリングは、

幽霊が見える能力をいかして幽霊派遣会社

をつくることにした。

どうぶついろいろかくれんぼ

　　　　　　　　（いしかわこうじ）

　動物の王様だよ。だれかな？たて

がみのりっぱならいおんでした。楽

しく遊べるしかけ絵本。厚紙絵本。

日本の偉人ものがたり22話（PＨP研究所）

　歴史に名を残す日本の偉人を、功績や人

柄がわかるエピソードとともにまとめた子

供向けの伝記。読み聞かせや歴史の学習に

最適。

日本沈没第２部（小松左京）

　日本列島消失により「国」を失った日本

人の運命は！33年の時を経て、ベストセラ

ーＳＦ小説がついに完結する。

団塊なつかし雑学百科
　　　　　　（団塊なつかし倶楽部編）

　団塊世代が共感する雑学が満載の、昔を

懐かしみ、大いに語り、ともに笑え泣ける、

明日への活力源。

正義の証明（森村誠一）

　不良少年グループが大ベストセラーの本

を参考に輪姦事件を引き起こす。
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　９月実施予定の教室，講座です。期日や内容等はチ

ラシでお知らせします。たくさんの親子の参加をお待

ちしています。

ママのシェイプアップ付　プールであそぼう！

　・期日　９月20日㈬，26日㈫　どろんこキッズ　

　　　　　９月21日㈭，27日㈬　のびのび教室

　・時間　９：３0

　・場所　スポーツプラザ山新鉾田

　・費用　親子１組　１回1, 050円（プール使用料）

【文化伝承・創作活動，五感・表現】

彩玉＆カルメ焼きをつくろう！ 

　・日　　時　　９月９日㈯　９：３０

　・場　　所　　農村改善センター

　・講　　師　　若林つかさ先生（鹿嶋市）

　・募集人数　　親子20組（先着順）

　彩玉ってなぁに？観葉植物，カラー水苔を使って作

り上げるものです。どんなものになるかは参加しての

お楽しみです。カルメ焼きも体験できますよ。みなさ

んの参加をお待ちしています。

　７月に開催した、笠間焼き講座に親子16名の参加が

あり、マグカップやお皿等ステキな作品が仕上がりま

した。

子育て相談…水曜日は夜８時まで相談を

（電話・窓口）で受付けています。

休日は第１日曜日に５時まで直接又は電

話にて受付けています。

☎ ０２９９－５５－０１３０（直通)

会場 (麻生：羽黒山荘，北浦：北浦保健センター，玉造：玉造保健センター)

午後
1：30～
3：30

午前
9：30～
11：30

午前
9：30～
11：30

午前
9：30～
11：30

午後
1：30～
3：30

午後
1：30～
3：30

金 ○ ○1

土2

日3

月 ○ ○4

火 ○5

水 ○6

木 ○7

金 ○ ○8

土9

日10

月 ○ ○11

火 ○ ○12

水 ○ ○13

木 ○14

金 ○ ○15

土16

日17

月18

火 ○ ○19

水 どろんこ親子教室20

木 のびのび親子教室 ○ ○21

金 ○ ○22

土23

日24

月 ○ ○25

火 ○26

水 ○27

木 ○28

金 ○ ○29

土30

北 浦麻 生 玉 造

9　月

(休日相談)

秋 分 の 日

敬 老 の 日

ス・トミック講座 (文化伝承・創作活動)

どろんこ親子教室

のびのび親子教室


